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埼玉県議会6月定例会は、6月17日から7月5日までの会期予定となることが、10日開催の議会運営委員会で
決定しました。知事提出議案では、補正予算案の議案はなく、地方税法等の一部改正に伴い、法人事業税の
外形標準課税に係る適用対象法人を見直す等するための改正条例案等の3件、専決処分の承認案1件、また
川口特別支援学校の増築に関わる工事請負契約の締結案の1件のみとなります。

TOPIC 6月定例県議会 6月17日開会

川口特別支援学校の増築に伴い、プー
ルが利用できない問題について、これ
まで川口市の協力により2つのスポーツ
センターのプールを利用していました。
しかし、施設の老朽化等により利用が
できなくなる事態となっております。
そこで、埼玉県の特別支援学校であり
ますので、他の県立高等学校にプール
の利用を執行部に求めて参りました。
このたび、近隣の県立高等学校とプー
ル利用について最後の調整を行ってい
ると報告がありました。



Ｐｒｏｆｉｌｅ ～しらねだいすけの足跡～

1979年5月13日生まれ、川口市朝日出身、十二月田（しわすだ）小・中学校卒業、正則学園高校卒業、ボストン大学（政治科
学学部）卒業 ＜留学中マンチェスター市市長室でインターン経験＞、富士通（株）入社し、営業とSEのビジネス支援部隊に配
属→退社、2007年の統一地方選挙で市内交通網（特に、コミュニティバス路線網）の再構築、市議会の見える化など市政の改
善を目指し市議会議員に立候補、2位(4764票)で市議会最年少(27歳) 当選を果たす。鳩ヶ谷から埼玉県議会議員選挙立候補す
るも惜敗。捲土重来を期し、翌日から活動、石田勝之元衆議院議員秘書を経験し、2015年合併後初の新川口市選挙区で埼玉県
議会議員に立候補するも次点、大野もとひろ参議院議員事務所スタッフ。朝日2丁目副町会長歴任。2019年の埼玉県議会議員
選挙で初当選、2023年には2回目の当選を果たす。現在：学習塾等を経営、川口市消防団員、川口市立十二月田中学校同窓会
会長、NPO法人メディカルヘルスケア療法協会顧問、川口むさし野RC、川口YEG、川口市ワンバウンドふらば～るバレー参与、
(公社)川口青年会議所卒業 【令和6年度：企画財政常任委員会、地方創生・行財政改革特別委員会、図書委員会 所属】
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主な県政の実績: SRと東京メトロの一日乗車券値下げ、屋内50Mプール川口市に設置、AIチャットボットの廃止
洪水ハザードマップの推進、あんしん賃貸住宅の拡充等、 (仮)川口北警察署の新設

TOPIC 水害リスクマップを公表
近年の地球温暖化進行に伴って、県内でも令和元年東日本台風や昨年６月の大雨の際に、甚大な浸水被害

や住宅被害がありました。６月１日から出水期を迎え、梅雨時期や本格的な台風シーズンがやってくるため、
もしもの時に備え、防災の意識を持ち、日頃から水害、土砂災害に対する事前の備えをということで、5月
28日に大野知事は、以下の「水害リスクマップ」を公表しました。

新たに公表する水害リスクマップは、「最大規模の洪水
だけではなくて、水害の発生確率の概念を導入し、おおむね
浸水被害が「１０年に１度」の地域は濃い紫、「３０年に１度」
は薄い紫で色分けしています。こちらを確認していただく事で
、例えば、床上浸水相当は水深50センチ（m）でありますが、
この50センチがどのぐらいの頻度で発生するのか、あるいは
1階の居室、住まいの部屋が浸水相当なるのは浸水（水深）
3メートルですけれども、これがどのぐらいの頻度で発生する
のか等が分かって、命を守るための行動につなげるだけ
ではなくて、例えば、まちづくり、あるいは、お住まい等の
住まい方の工夫についても役立てていただけるものと考えます。
通常のハザードマップは、川が切れてしまったときにどのぐらいのものになるか、最大の場合にどのぐら

いのものになるか、今回の浸水リスクマップは、それぞれの浸水深ごとに確率が示されているものでありま
す。しらねは議会の一般質問でこの浸水リスクマップを用いて、各市町村には土地の高低差が分かる水害ハ
ザードマップを作成して、避難場所等、住民自らの避難行動に役立てて頂くように県からも働きかけるよう
質問をし、大野知事からは早急に促すと答弁を頂いておりました。
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